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消費者の企業ブランド評価を高める CSR活動の訴求方法* 
――空間的距離と訴求メッセージの性質に着目して―― 

 

平久 千紘 

 

 既存研究は、企業の社会的責任（CSR）活動の分野（環境／雇用）が異なれば、当該分野に対する

消費者の「関与度」、ひいては、「企業ブランド評価」を高めることができる「訴求メッセージの性

質」（合理的／感情的）も異なると主張しているが、同じ CSR 活動の分野であっても消費者が知覚す

る心理的距離が異なりうるということを考慮していない。そこで、本論は、CSR 活動の分野ごと

に心理的距離の異なる CSR 活動を設定した上で、既存研究を拡張した分析を試みる。 

 

 

第 1章 はじめに 

 

近年、多くの企業が「企業の社会的責任（CSR）」活動に注力している。CSR 活動とは、企業活動のプロセ

スに環境や社会的公正などを組み込み、ステイクホルダー（株主、従業員、顧客、環境、コミュニティなど）に

対して説明責任を果たしていく活動、および、その結果として環境的および社会的パフォーマンスの向上

を目指す活動を指す（cf. 谷本，2004）。例えば、サントリーホールディングス株式会社は、地下水を保全す

るために、森林所有者と数十年にわたる長期間の契約を結び、水を育む森づくりを行う「天然水の森」と

いう CSR 活動を実施している（サントリーホールディングス株式会社 HP）。また、味の素株式会社は、従業員

が効率的に業務を行うことができるようにするために、コアタイムを設定しないフレックスタイム制度で

ある「スーパーフレックスタイム」という CSR 活動を実施している（味の素株式会社 HP）。 

こうした実務における CSR 活動への関心の高まりを受けて、学術研究においても、近年、CSR 活動を

対象とした研究が数多く登場している（e.g., Salmones, Crespo, and Bosque, 2005; Mohr and Webb, 2005; Torres, 

Bijmolt, Tribó, and Verhoef, 2012; Andreu, Casado-Díaz, and Mattila, 2015）。これらの既存研究の多くは、いか

なる CSR 活動が企業にとって有効であるかという観点から、CSR 活動の特性を探究してきた（e.g., Sal-

mones, et al., 2005; Mohr and Webb, 2005; Torres, et al., 2012）。一方、最近になって、いかにして CSR 活動に

関する情報を消費者に向けて発信することが消費者の「企業ブランド評価」を高めるために有効であるか

という観点から、CSR 活動の分野ごとに有効な「訴求メッセージの性質」を探究した先駆的な研究が登場

した（Andreu, et al., 2015）。 

Andreu, et al. は、「精緻化見込モデル」（Petty and Cacioppo, 1984）の知見を援用し、CSR 活動の分野（環

境／雇用）が異なれば、当該分野に対する消費者の「関与度」、ひいては、「企業ブランド評価」を高めるこ

                                                           

*  本論は、『三田商学研究 学生論文集』（慶應義塾大学）2016 年度号に掲載予定の論文である。 

『慶應マーケティング論究』 

第 13 巻（Spring, 2017） 



 

 平久千紘「消費者の企業ブランド評価を高めるCSR活動の訴求方法
」

 
 244 平久千紘「消費者の企業ブランド評価を高める CSR 活動の訴求方法」 

とができる「訴求メッセージの性質」（合理的／感情的）も異なると主張した。具体的には、環境分野の CSR

活動の場合、消費者の「関与度」が高いことから、情報処理動機が強く情報処理能力が高いため、合理的な

性質を持ったメッセージが有効的である一方、雇用分野の CSR 活動の場合、消費者の「関与度」が低いこ

とから、情報処理動機が弱く情報処理能力が低いため、感情的な性質を持ったメッセージが有効的である

という。 

しかし、Andreu, et al. は、同じ CSR 活動の分野であっても、CSR 活動の内容によって消費者が知覚す

る心理的距離が異なりうるということを考慮していない。つまり、CSR 活動の 2 つの分野に対する消費者

の情報処理動機の強弱と情報処理能力の高低が同じであっても、活動内容と消費者との心理的距離、ひい

ては、消費者の「企業ブランド評価」を高めることができる「訴求メッセージの性質」（合理的／感情的）も

異なりうると考えられる。 

実際、実務に目を向けてみると、多くの企業は、同じ CSR 活動の分野であっても、消費者が知覚する心

理的距離が異なる活動を行っている。例えば、トヨタ自動車株式会社の環境分野の CSR 活動として、北米

における節水の取り組みを推進するために実施されている「North American Water Group（北米水ワーキ

ンググループ）」と、白川郷周辺における野生生物の生態調査や森林保全活動を行うために実施されている

「トヨタ白川郷自然學校」が挙げられる（トヨタ自動車株式会社 HP）。また、日本たばこ産業株式会社の雇用

分野の CSR 活動として、国外たばこ事業の中核を担う JT インターナショナル（JTI）における将来的に世

界で活躍するトップマネジメントを教育するために実施されている「JUMP traineeship program」と、国

内たばこ事業の中核を担う JT におけるグローバルな環境でビジネスをリードする若いトップマネジメン

トを継続的に輩出するために実施されている「JT-Next Leaders Program」が挙げられる（日本たばこ産業

株式会社 HP）。いずれも、前者と後者を比較すると、日本に住んでいる消費者にとって、その活動との「空

間的距離」、ひいては心理的距離は、前者に比して、後者の方が近いであろう。したがって、前者に対して

消費者が実施する情報処理の抽象度は、低いといえよう。 

そこで、本論は、新たに「解釈レベル理論」（Liberman and Trope, 1998）の知見を援用することによって、

Andreu, et al. によって考慮されなかった CSR 活動の分野ごとに心理的距離の異なる CSR 活動を設定し、

その「訴求メッセージの性質」が消費者の「企業ブランド評価」に及ぼす影響について検討を試みる。 

 

 

第 2章 既存研究レビュー 

 

2－1 CSR活動に関する既存研究 

 

2－1－1 CSR活動の実施目的に関する研究 

岡野（2005）は、企業が CSR 活動に注力する目的として、以下の 3 つを挙げた。1 つ目は、他社製品と

差別化を図るためである。2 つ目は、自社の従業員の満足度を高めるためである。3 つ目は、新たな PR 活

動に取り組むためである。また、彼女は、これら 3 つの目的を実現するために、CSR 活動に関する情報を

多数の消費者に認知させることが重要であると主張した。 
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Shuili, Bidisha, and Sen（2010）によれば、企業は、CSR 活動を実施することによって、短期的に、ス

テイクホルダーの好意的な態度およびサポートを期待しているというだけでなく、長期的にも、自社のイ

メージの向上およびステイクホルダーとの関係の強化を期待しているという。しかし、彼らは、消費者が、

企業の CSR 活動を認知していないため、あるいは、企業の CSR 活動に対して好意的でないため、CSR 活

動からのビジネスリターンを最大化したいという企業の思惑は阻止されると主張した。 

 

2－1－2 CSR活動の有効性に関する研究 

マーケティング戦略における CSR 活動の有効性について論じた研究例として、Salmones, et al. （2005）、

Mohr and Webb（2005）、および Torres, et al.（2015）が挙げられる。Salmones, et al. は、消費者の CSR

活動認知が企業ブランド態度およびブランド・ロイヤルティ形成に及ぼす影響について分析を行った。分析

の結果、消費者の CSR 活動認知が企業ブランド態度およびブランド・ロイヤルティ形成に強い正の影響を

及ぼすということが示唆された。 

また、Mohr and Webb は、CSR 活動と価格が消費者の製品ブランド態度および購買意図に及ぼす影響

について分析を行った。分析の結果、CSR 活動が価格に比して、消費者の製品ブランド態度および購買意

図に強い正の影響を及ぼすということが示唆された。 

さらに、Torres, et al. は、ステイクホルダーを顧客、株主、従業員、取引先、環境、およびコミュニティ

の 6 グループに分類し、各ステイクホルダーグループに対する CSR 活動が企業のブランド・エクイティに

及ぼす影響について分析を行った。分析の結果、全てのステイクホルダーグループに対する CSR 活動が企

業のブランド・エクイティに正の影響を及ぼすということが示唆された。 

 

2－1－3 CSR活動の有効性を高める要因に関する研究 

企業の CSR 活動に関する既存研究の多くは、自社の事業領域と CSR 活動の適合度に着目している（e.g., 

梅田，2006; Nan and Heo, 2007; 薗部，2009）。梅田（2006）は、企業が自社の事業領域と CSR 活動の適合度

を考慮するようになってきたと指摘した。彼によれば、企業の CSR 活動の目的が利益還元だった頃は、多

くの企業が自社の事業領域とはさほど関係のない分野において CSR 活動を実施していたが、CSR 活動が

マーケティング戦略としての重要な役割を果たすようになるにつれて、CSR 活動の有効性を最大化するた

めに、自社の事業領域と関係のある分野での CSR 活動を実施する必要が生じたという。 

また、Nan and Heo（2007）は、コーズ・リレイテッド・マーケティングにおけるコーズとブランドの適合

度の高低が、消費者の広告に対する注意およびブランド態度に及ぼす影響の差異について分析を行った。

コーズ・リレイテッド・マーケティングとは、自社の CSR に対する姿勢を表明する主張であるコーズ（Nan 

and Heo, 2007）を活用し、企業がある製品の収益の一部を特定の非営利団体に寄付するという提案によって

特徴つけられるマーケティング活動のことである（Varandarajan and Menon, 1998）。例えば、発展途上国に

井戸をつくる「1L for 10L」というキリン株式会社のキャンペーンが挙げられる（キリン株式会社 HP）。分

析の結果、コーズとブランドの適合度が高い場合の方が、低い場合に比して、消費者は、企業の利他性を

高く知覚するために、企業ブランドに対して好意的な態度を形成するということが示唆された。 

さらに、薗部（2009）は、CSR 活動が企業の能力に及ぼす影響を考慮する場合、自社の事業領域と CSR
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活動の適合度に注目する必要があると主張した。彼によれば、自社の事業領域と CSR 活動の適合度が高い

場合、それが低い場合に比して、企業の能力に強い正の影響を及ぼすという。なお、彼は、情報源信憑性モ

デル（Hovland and Weiss, 1951）に基づいて、企業の能力を、その企業の専門性の高さを指す概念であり、

また、消費者の企業ブランド態度に正の影響を及ぼす概念であると定義している。つまり、事業領域と適

合している CSR 活動を実施することによって、企業は消費者のブランド態度を高めることができるという

のである。 

 

2－1－4 CSR活動の有効な訴求方法に関する研究 

Andreu, et al.（2015）は、いかにして CSR 活動に関する情報を消費者に向けて発信することが、消費者

の「企業ブランド評価」を高めるために有効であるかという観点から、CSR 活動の分野ごとに有効な訴求

メッセージの性質を探究した。 

まず、彼らは、CSR 活動の分野を以下の 2 つに分類した。1 つ目は、環境分野である。環境分野の CSR

活動の例としては、「リサイクル」、「環境に優しい製品の使用」、「危険なゴミの管理」、および「汚染防止」

が挙げられる。2 つ目は、雇用分野である。雇用分野の CSR 活動の例としては、安心して働ける職場環境

の実現のための「従業員支援」や、年齢、国籍、および障害の有無など、異なる背景や価値観を尊重し、価

値を見出すための「ダイバーシティの推進」が挙げられる。 

次に、彼らは、2 つの分野に対する消費者の「関与度」の高低を議論した。彼らによれば、環境分野の

CSR 活動は、雇用分野の CSR 活動に比して、消費者の「関与度」が高いという一方、雇用分野の CSR 活

動は、環境分野の CSR 活動に比して、消費者の「関与度」が低いという（cf. Grimmer and Bingham, 2013）。

そこで、彼らは、「精緻化見込モデル」に基づいて、環境分野の CSR 活動に対しては、消費者の「関与度」

が高いことから消費者の情報処理動機が強く情報処理能力が高いため、合理的な訴求メッセージが有効で

ある一方、雇用分野の CSR 活動に対しては、消費者の「関与度」が低いことから、消費者の情報処理動機

が弱く情報処理能力が低いため、感情的な訴求メッセージが有効であると主張した。精緻化見込モデルと

は、情報処理動機と情報処理能力の個人差によって、態度変容に至るまでの情報処理の仕方の相違を説明

する理論である（Petty and Cacioppo, 1986）。また、合理的な訴求メッセージとは、製品説明のために、議論

や理由を用いることによって、消費者に合理的な意思決定を促し、消費者の信念を変容させるメッセージ

である。一方、感情的な訴求メッセージとは、ブランドに対する親しみやすさを生み出すことによって、

消費者のブランド・フィーリングを喚起させるメッセージである（Albers-Miller and Stafford, 1999）。 

なお、消費者の「企業ブランド評価」の尺度には、企業のブランド・エクイティの構築と強化という観点

から、「ブランド認知」、「ブランド態度」、「ブランドの知覚独自性」、および「感情的な反応」（Berry, 2000）

が、また、消費者の CSR 活動評価の向上という観点から、「CSR 活動の知覚利他性」（Bigné, Currás-Pérez, 

and Aldás-Manzano, 2012）が、それぞれ用いられた。 

Andreu, et al. は、被験者に Web 上で架空の企業の CSR 活動に関する記事を読んでもらい、その企業に

関して評価してもらうという実験を行った。企業に関しては架空の銀行とレストランの 2 つの企業が、CSR

活動に関しては環境分野と雇用分野の 2 つの分野が、そして記事に関しては合理的メッセージと感情的メ

ッセージの 2 種類のメッセージが、それぞれ用いられた。分析の結果、「CSR 活動の知覚利他性」という
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「企業ブランド評価」次元においてのみ、銀行とレストランのどちらについても、彼らの主張どおり、環境

分野の CSR 活動に対しては、合理的な訴求メッセージが有効である一方、雇用分野の CSR 活動に対して

は、感情的な訴求メッセージが有効であるということが示唆された。「ブランド認知」および「感情的な反

応」という「企業ブランド評価」次元においては、銀行についてのみ、彼らの主張が支持され、「ブランド

態度」および「ブランドの知覚独自性」という「企業ブランド評価」次元においては、銀行とレストランの

どちらについても、彼らの主張は支持されなかった。 

仮説の多くが不支持であったことからも判るとおり、精緻化見込モデルの知見を援用し、CSR 活動の分

野ごとに消費者の「関与度」が異なることに注目することによって、「企業ブランド評価」を高めるのに有

効な「訴求メッセージの性質」を特定化するという彼らの取り組みは、成功したとは言い難い。こうした

結果の 1 つの解釈として、同じ分野の CSR 活動であっても、具体的な活動内容と消費者との心理的距離に

よって、有効な「訴求メッセージの性質」が異なることが原因ではないかということが考えられるであろ

う。そこで本論は、活動内容と消費者との心理的距離と有効な「訴求メッセージの性質」の関係を検討す

るために、新たに解釈レベル理論に着目する。 

 

2－2 解釈レベル理論 

 

｢解釈レベル理論」は、解釈レベルが心理的距離によって変容するという仮説を提示した理論である。具

体的には、事象との心理的距離が遠い場合には個人がその事象を解釈するために採用する解釈レベルが高

く、事象との心理的距離が近い場合には個人がその事象を解釈するために採用する解釈レベルが低い、と

主張する理論である。この理論の根底にあるのは、心理的距離が個人の事象に対する知覚の仕方に影響を

及ぼすという主張である。心理的距離には、「時間的距離」、「空間的距離」、「社会的距離」、および「仮想的

距離」が含まれている（Trope and Liberman, 2003）。「時間的距離」とは、個人が事象の起きる時点に対して

知覚する心理的距離である。事象が起きる時点までに時間的に余裕のある場合、個人は事象を高次レベル

で解釈する。「空間的距離」とは、個人が事象の位置している場所に対して知覚する心理的距離である。事

象が遠い場所に位置している場合、個人は事象を高次レベルで解釈する。「社会的距離」とは、「交流の頻

度」、「類似性」、「依存度」、「地位」、あるいは「権力」といった点（Smith and Trope, 2006; Stephan, Liberman, 

and Trope, 2011）について、個人が他者に対して知覚する心理的距離である。「交流の頻度」、「類似性」、「依

存度」、「地位」、あるいは「権力」において他者と個人の間の差が大きい場合、個人は事象を高次レベルで

解釈する。「仮想的距離」とは、事象の発生する可能性に対して知覚する心理的距離である。事象が起こる

可能性が低い場合、個人は事象を高次レベルで解釈する。 

事象との心理的距離が遠いと知覚した個人は、その事象が持つ特徴を抽象的にしか解釈しえないし、本

質的な特徴しか解釈しえない。このような仕方での事象の解釈は、「高次解釈」と呼ばれている。それに対

して、事象との心理的距離が近いと知覚した個人は、その事象の特徴を具体的に解釈することができるし、

副次的な特徴を解釈することができる。このような仕方での事象の解釈は、「低次解釈」と呼ばれている

（Liberman and Trope, 1998）。 

解釈レベル理論における「高次解釈」と「低次解釈」は、一見すると、精緻化見込モデルにおける「中心
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的ルートを介しての情報処理」と「周辺的ルートを介しての情報処理」に類似しているようにも見える。

しかし、解釈レベル理論の解釈の高次性は、情報処理対象の中心性とは異なる概念である。事実、Fujita, 

Eyal, Chaiken, Trope, and Liberman（2008）の実証分析によって、解釈レベル理論は、精緻化見込モデル

とは独立に、態度変容に対して影響しうるという証拠が見出されている。言い換えると、彼らの知見は、

精緻化見込モデルによって十分に説明することができなかった現象が、解釈レベル理論を用いることによ

って、首尾よく説明されうる可能性を示唆している。そこで本論は、新たに解釈レベル理論の知見を援用

することによって、Andreu, et al.（2015）によって考慮されなかった CSR 活動の分野ごとに心理的距離の

異なる CSR 活動を設定し、その「訴求メッセージの性質」が消費者の「企業ブランド評価」に及ぼす影響

を再検討する。 

 

 

第 3章 仮説の提唱 

 

第 2－1－4 項において概観したとおり、Andreu, et al.（2015）は、精緻化見込モデルの知見を援用し、

CSR 活動の分野ごとに消費者の「関与度」が異なることに注目して、「企業ブランド評価」を高めるのに有

効な「訴求メッセージの性質」を特定化しようとしたが、その取り組みは成功したとは言い難い。そこで

本論は、精緻化見込モデルに替えて、「解釈レベル理論」の知見を援用する。第 2－2 節において概観した

とおり、解釈レベル理論は、解釈レベルが心理的距離によって変容すると主張した理論である。 

解釈レベル理論における事象の解釈として、「高次解釈」と「低次解釈」が挙げられる（Liberman and Trope, 

1998）。前者において、事象との心理的距離が遠いと知覚した個人は、その事象が持つ特徴を抽象的にしか

解釈しえない。一方、後者において、事象との心理的距離が近いと知覚した個人は、その事象の特徴を具

体的に解釈することができる。解釈レベル理論が念頭に置いている心理的距離には、「時間的距離」、「空間

的距離」、「社会的距離」、および「仮想的距離」が含まれている（Trope and Liberman, 2003）が、本論は、

消費者が CSR 活動に対して知覚する心理的距離として、「空間的距離」のみを扱う。なぜなら、消費者が

CSR 活動に対して知覚する心理的距離において、CSR 活動が事後報告によって消費者に知らされるため

「時間的距離」を設定することが困難であること、CSR 活動は事象であるため人に対して感じる「社会的距

離」を設定することが困難であること、および CSR 活動は企業によって必ず実施されるものであるため確

率を示す「仮想的距離」を設定することが困難であることが考えられるからである。 

消費者が CSR 活動に対して知覚する「空間的距離」が近い場合、消費者の「企業ブランド評価」を高め

るのに有効な訴求メッセージは、消費者の具体的な解釈に対して、ブランドに対する親しみやすさを生み

出すことによって、議論や理由を用いることによって、合理的な意思決定を促すことができるため（Albers-

Miller and Stafford, 1999）、合理的な訴求メッセージであると考えられる。一方、消費者が CSR 活動に対し

て知覚する「空間的距離」が遠い場合、消費者の「企業ブランド評価」を高めるのに有効な訴求メッセージ

は、消費者の抽象的な解釈に対して、ブランドに対する親しみやすさを生み出すことによって、消費者の

ブランド・フィーリングを喚起させることができるため、感情的な訴求メッセージであると考えられる。し

たがって、以下の仮説を提唱する（図表 1を併せて参照のこと）。 
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空間的距離近い 空間的距離遠い

企
業
ブ
ラ
ン
ド
評
価

合理的な

訴求メッセージ

感情的な

訴求メッセージ

仮説 1  消費者が CSR 活動に対して知覚する「空間的距離」が近い場合、感情的訴求メッセージに比

して、合理的訴求メッセージの方が消費者の「企業ブランド評価」を高める。 

仮説 2  消費者が CSR 活動に対して知覚する「空間的距離」が遠い場合、合理的訴求メッセージに比

して、感情的訴求メッセージの方が消費者の「企業ブランド評価」を高める。 

 

図表 1 「空間的距離」：近い／遠い（仮説） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4章 分析方法 

 

4－1 実験の概要 

 

第 3 章において提唱した仮説群の経験的妥当性を吟味するために、消費者実験を行う。実験に際して、

まず、2（CSR活動の実施企業：架空の銀行／架空のレストラン）× 2（CSR活動に対する関与度：高い／低い）× 2

（CSR活動に対する空間的距離：近い／遠い）× 2（訴求メッセージの性質：合理的／感情的）の 16 種類の記事を作

成した。なお、同じ企業名の架空の企業を用いたのは、事前の知識およびブランド態度による影響を取り

除くためである。企業の業種に関しては、CSR 活動の有効な訴求方法に関する研究を行った Andreu, et al.

（2015）に従って、銀行およびレストランを選択した。消費者の CSR 活動に対する「関与度」の設定に際し

ては、Andreu, et al. に従って、消費者の「関与度」が高い CSR 活動として環境分野の CSR 活動を、消費

者の「関与度」が低い CSR 活動として雇用分野の CSR 活動を、それぞれ設定した。消費者が CSR 活動に

対して知覚する「空間的距離」の設定に際しては、Trope and Liberman（2003）の定義に基づいて、消費

者の知覚する「空間的距離」が近い CSR 活動として国内で行われている CSR 活動を、消費者の知覚する

「空間的距離」が遠い CSR 活動として国外で行われている CSR 活動を、それぞれ設定した。「訴求メッセ

ージの性質」の設定に際しては、Andreu, et al. に従って、合理的な訴求メッセージとして CSR 活動の具

体的な内容を伝えるメッセージを、感情的な訴求メッセージとして CSR 活動の理念を伝えるメッセージ

を、それぞれ設定した。 

被験者は、国内の大学に所属する大学生のべ 181 名（うち男 99名、女 82名）であった。彼らには、被験者

を無作為に 16 つのグループに分類した上で、それぞれ異なる記事を読んでもらうように依頼した。その
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後、「企業ブランド評価」に関する質問項目群に回答してもらった。各グループの被験者に配布した調査票

については、補録 1～補録 16 に掲載されているとおりである。 

 

4－2 測定尺度の設定 

 

 「企業ブランド評価」の測定に際しては、Andreu, et al.（2015）に従って、「CSR 活動の認知」、「ブラン

ド態度」、「ブランドの知覚独自性」、「感情的な反応」、および「CSR 活動の知覚利他性」の 5 つの尺度を採

用した。具体的な測定尺度は、図表 2 に示されるとおりである。なお、測定において採用された尺度法の

うち、「CSR 活動の認知」、「ブランドの知覚独自性」、および「感情的な反応」は、7 点リカート尺度（「1：

全くそう思わない」～「7：非常にそう思う」）であり、「ブランド態度」および「CSR 活動の知覚利他性」は、

7 点セマンティック・ディファレンシャル（SD）尺度であった。 

 

図表 2 本実験の構成概念と測定尺度 

構成概念／ 測定尺度（因子負荷量） α係数 SCR AVE 

CSR 活動の認知 

― ― ― X 1：この企業が、あなたの街の環境および雇用の状況を向上させる 

ために行っている活動をよく知っている。（0.99） 

ブランド態度 

0.94 0.94 0.85 

こ
の
企
業
は
… 

  

X 2：悪い（1）⇔ 良い（7）（0.94） 

X 3：好ましくない（1）⇔ 好ましい（7）（0.95） 

X 4：華がない（1）⇔ 華がある（7）（0.87） 

ブランドの知覚独自性 

― ― ― 
X 5：この企業は、他の企業と異なる。（0.99） 

感情的な反応 

0.96 0.96 0.92 
X 6：この企業は、人を幸せにする。（0.96） 

X 7：この企業は、人を喜ばせる。（0.96） 

CSR 活動の知覚利他性 

0.93 0.93 0.82 

こ
のC

S
R

活
動
は
… 

  

X 8：利潤目的である（1）⇔ 利潤目的でない（7）（0.87） 

X 9：強制的である（1）⇔ 自発的である（7）（0.95） 

X 10：企業のためである（1）⇔ ステイクホルダーのためである（7）（0.94） 
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各構成概念に関して、採用された測定尺度の信頼性を判断するための指標であるクロンバックの α 係数

および合成信頼性（SCR）と、妥当性を判断するための指標である平均分散抽出度（AVE）を算出した。各

構成概念のクロンバックの α係数は、全て 0.933 以上の値であり、Nunnally（1978）が推奨する基準値で

ある 0.70 という値を上回った。また、SCR および AVE は、全て 0.932 および 0.820 以上の値であり、

Bagozzi and Yi（1988）が推奨する基準値である 0.60 および 0.50 という値を上回った。以上より、構成概

念の測定尺度は、高い信頼性および妥当性を有すると見なしうるであろう。これらの分析結果も、先掲の

図表 2 に示されるとおりである。なお、分析に際しては、構成概念に対する測定尺度の平均値を用いた。 

  

4－3 マニピュレーション・チェック 

 

本分析に先立って、実験の設定が、本論の意図どおりに正しく行われていたかどうかを確認するために、

マニピュレーション・チェックを行った。 

まず、被験者にとって、環境分野の CSR 活動に対する「関与度」が、雇用分野の CSR 活動に対する「関

与度」より高いかどうかを確認するために、それぞれの分野の CSR 活動に対する被験者の「関与度」を

Beatty and Talpade（1994）の尺度を用いて測定した。なお、測定において採用された尺度法は 7 点セマ

ンティック・ディファレンシャル（SD）尺度であった。分析の結果、環境分野の CSR 活動に対する被験者

の「関与度」（M ＝4.563）と、雇用分野の CSR 活動に対する被験者の「関与度」（M ＝2.352）の間には、統計

的有意差が認められた（t ＝21.490, p ＜0.001）。したがって、CSR 活動に対する「関与度」の操作は、妥当

に行われていると判断しうると考えられるであろう。 

次に、被験者にとって、国内で行われた CSR 活動に対する「空間的距離」が、国外で行われた CSR 活

動に対する「空間的距離」より知覚する「空間的距離」が近いかどうかを確認するために、それぞれの CSR

活動に対して被験者が知覚する「空間的距離」を Trope and Liberman（2003）の定義を参考にして尺度を

作成して測定した。なお、測定に際し採用された尺度法は 7 点リカート尺度（「1：全くそう思わない」～「7：

非常にそう思う」）であった。分析の結果、国内で行われた CSR 活動に対して被験者が知覚する「空間的距

離」（M ＝2.238）と、国外で行われた CSR 活動に対して被験者が知覚する「空間的距離」（M ＝5.585）の間に

は、統計的有意差が認められた（t ＝－30.550, p ＜0.001）。したがって、CSR 活動に対する「空間的距離」

の操作は、妥当に行われていると判断しうると考えられるであろう。 

最後に、被験者が、設定した 2 つの訴求メッセージをそれぞれ合理的および感情的と知覚しているかど

うかを確認するために、それぞれの「訴求メッセージの性質」に対する被験者の知覚を Andreu, et al.（2015）

の尺度を用いて測定した。なお、測定において採用された尺度法は 7 点リカート尺度（「1：全くそう思わな

い」～「7：非常にそう思う」）であった。分析の結果、合理的な訴求メッセージに対して被験者が知覚する「訴

求メッセージの性質」（M ＝5.118）と、感情的な訴求メッセージに対して被験者が知覚する「訴求メッセー

ジの性質」（M ＝2.329）の間には、統計的有意差が認められた（t ＝28.840, p ＜0.001）。したがって、「訴求メ

ッセージの性質」の操作は、妥当に行われていると判断しうると考えられるであろう。 

なお、「関与度」、「空間的距離」、および「訴求メッセージの性質」の具体的な測定尺度は、図表 3 に示

されるとおりであった。 
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図表 3 マニピュレーション・チェックの構成概念と測定尺度 

構成概念／ 測定尺度（因子負荷量） α係数 SCR AVE 

関与度 

0.94 0.94 0.84 

X 11：私は、この CSR 活動に非常に興味を持っている。（0.87） 

X 12：この CSR 活動は、私において非常に重要である。（0.96） 

X 13：この CSR 活動は、私において非常に大事である。（0.92） 

空間的距離 

0.98 0.98 0.94 

こ
のC

S
R

活
動
を 

行
っ
て
い
る
場
所
は
… 

X 14：近い（1）⇔ 遠い（7）（0.96） 

X 15：身近である（1）⇔ 身近でない（7）（0.97） 

X 16：離れていない（1）⇔ 離れている（7）（0.98） 

訴求メッセージの性質 

0.94 0.94 0.83 

こ
の
記
事
の
訴
求 

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
… 

X 17：感情的である（1）⇔ 理性的である（7）（0.89） 

X 18：主観的である（1）⇔ 客観的である（7）（0.92） 

X 19：事実に基づかない（1）⇔ 事実に基づく（7）（0.92） 

 

各構成概念に関して、採用された測定尺度の信頼性を判断するための指標であるクロンバックの α 係数

および合成信頼性（SCR）と、妥当性を判断するための指標である平均分散抽出度（AVE）を算出した。各

構成概念のクロンバックの α係数は、全て 0.935 以上の値であり、Nunnally（1978）が推奨する基準値で

ある 0.70 という値を上回った。また、SCR および AVE は、全て 0.936 および 0.829 以上の値であり、

Bagozzi and Yi（1988）が推奨する基準値である 0.60 および 0.50 という値を上回った。以上より、構成概

念の測定尺度は高い信頼性および妥当性を有すると言いうるであろう。なお、これらの分析結果も、図表

3 に示されるとおりである。 

 

 

第 5章 分析結果および考察 

 

第 3 章において提唱した仮説群の経験的妥当性を吟味するために、まず、CSR 活動に対する「空間的距

離」（近い／遠い）×「 訴求メッセージの性質」（合理的／感情的）の二元配置分散分析を行った。前述のとおり、

被説明変数である「企業ブランド評価」の測定に際しては、Andreu, et al.（2015）と同様に、「CSR 活動の

認知」、「ブランド態度」、「ブランドの知覚独自性」、「感情的な反応」、および「CSR 活動の知覚利他性」の
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5 つの変数を採用した。複数の被説明変数が存在する場合、変数ごとに分析を繰り返すと第 1 種の過誤を

犯す確率が高まるという問題の発生を防ぐため、本論は既存研究に倣い、多変量分散分析法を採用した。 

 

図表 4 多変量検定に関する結果のまとめ 

 統計量 F 値 p 値 

Wilks のラムダ 0.16 188.20 ＜ 0.001 

Pillai のトレース 0.85 188.20 ＜ 0.001 

Hotelling-Lawley のトレース 5.44 188.20 ＜ 0.001 

Roy の最大根 5.44 188.20 ＜ 0.001 

すべて、0.1％水準で有意。   

 

 図表 4 に示されるとおり、4 つの多変量検定全てにおいて、CSR 活動に対する「空間的距離」と「訴求

メッセージの性質」の交互効果は有意であった（それぞれ、F ＝188.200, p ＜0.001）。そのため、下位検定と

して、説明変数ごとに 1 変量の二元配置分散分析を行った。その際、説明変数の数に合わせて、有意な結

果と判断する p 値の基準を切り下げる Bonferroni 法を採用し、その結果、基準を 0.01（0.05／5）以下に設

定した。 

 

図表 5 被説明変数が「CSR活動の認知」である場合の各水準の平均値（標準偏差） 

被説明変数が「CSR 活動の認知」である場合の各水準の平均値および標準偏差は、図表 5 に要約される

とおりであった。二元配置分散分析の結果、CSR 活動に対する「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」

の交互効果は有意であった（F ＝580.140, p ＜0.001）。単純主効果検定を行ったところ、消費者が CSR 活動

に対して知覚する「空間的距離」が近い場合、合理的な訴求メッセージの平均値は、5.180（標準偏差は、0.919）

であり、感情的な訴求メッセージの平均値は、2.195（標準偏差は、0.715）であり、その差は、0.1％水準で

有意であった（F ＝325.150, p ＜0.001）。この結果は、仮説 1「消費者が CSR 活動に対して知覚する『空間

的距離』が近い場合、感情的な訴求メッセージに比して、合理的な訴求メッセージの方が消費者の『企業

ブランド評価』を高める」と一致する結果である。一方、消費者が CSR 活動に対して知覚する「空間的距

離」が遠い場合、合理的な訴求メッセージの平均値は、1.935（標準偏差は、0.533）であり、感情的な訴求メ

ッセージの平均値は、4.591（標準偏差は、0.897）であり、その差は、0.1％水準で有意であった（F ＝257.030, 
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p ＜0.001）。この結果は、仮説 2「消費者が CSR 活動に対して知覚する『空間的距離』が遠い場合、合理的

な訴求メッセージに比して、感情的な訴求メッセージの方が消費者の『企業ブランド評価』を高める」と

一致する結果である。 

 

図表 6 被説明変数が「ブランド態度」である場合の各水準の平均値（標準偏差） 

被説明変数が「ブランド態度」である場合の各水準の平均値および標準偏差は、図表 6 に要約されると

おりであった。二元配置分散分析の結果、CSR 活動に対する「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」

の交互効果は有意であった（F ＝438.160, p ＜0.001）。単純主効果検定を行ったところ、消費者が CSR 活動

に対して知覚する「空間的距離」が近い場合、合理的な訴求メッセージの平均値は、5.333（標準偏差は、0.860）

であり、感情的な訴求メッセージの平均値は、2.602（標準偏差は、0.490）であり、その差は、0.1％水準で

有意であった（F ＝265.550, p ＜0.001）。一方、消費者が CSR 活動に対して知覚する「空間的距離」が遠い

場合、合理的な訴求メッセージの平均値は、2.623（標準偏差は、0.749）であり、感情的な訴求メッセージの

平均値は、4.856（標準偏差は、0.976）であり、その差は、0.1％水準で有意であった（F ＝177.120, p ＜0.001）。 

 

図表 7 被説明変数が「ブランドの知覚独自性」である場合の各水準の平均値（標準偏差） 

被説明変数が「ブランドの知覚独自性」である場合の各水準の平均値および標準偏差は、図表 7 に要約

されるとおりであった。二元配置分散分析の結果、CSR 活動に対する「空間的距離」と「訴求メッセージ

の性質」の交互効果は有意であった（F ＝399.070, p ＜0.001）。単純主効果検定を行ったところ、消費者が CSR

活動に対して知覚する「空間的距離」が近い場合、合理的な訴求メッセージの平均値は、5.040（標準偏差
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は、0.880）であり、感情的な訴求メッセージの平均値は、2.220（標準偏差は、0.822）であり、その差は、0.1％

水準で有意であった（F ＝219.730, p ＜0.001）。一方、消費者が CSR 活動に対して知覚する「空間的距離」

が遠い場合、合理的な訴求メッセージの平均値は、2.261（標準偏差は、0.880）であり、感情的な訴求メッセ

ージの平均値は、4.818（標準偏差は、1.018）であり、その差は、0.1％水準で有意であった（F ＝180.330,     

p ＜0.001）。 

 

図表 8 被説明変数が「感情的な反応」である場合の各水準の平均値（標準偏差） 

被説明変数が「感情的な反応」である場合の各水準の平均値および標準偏差は、図表 8 に要約されると

おりであった。二元配置分散分析の結果、CSR 活動に対する「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」

の交互効果は有意であった（F ＝451.560, p ＜0.001）。単純主効果検定を行ったところ、消費者が CSR 活動

に対して知覚する「空間的距離」が近い場合、合理的な訴求メッセージの平均値は、5.190（標準偏差は、0.862）

であり、感情的な訴求メッセージの平均値は、2.512（標準偏差は、0.675）であり、その差は、0.1％水準で

有意であった（F ＝236.810, p ＜0.001）。一方、消費者が CSR 活動に対して知覚する「空間的距離」が遠い

場合、合理的な訴求メッセージの平均値は、2.435（標準偏差は、0.772）であり、感情的な訴求メッセージの

平均値は、4.989（標準偏差は、0.955）であり、その差は、0.1％水準で有意であった（F ＝215.030, p ＜0.001）。 

 

図表 9 被説明変数が「CSR活動の知覚利他性」である場合の各水準の平均値（標準偏差） 

被説明変数が「CSR 活動の知覚利他性」である場合の各水準の平均値および標準偏差は、図表 9 に要約

されるとおりであった。二元配置分散分析の結果、CSR 活動に対する「空間的距離」と「訴求メッセージ
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の性質」の交互効果は有意であった（F ＝711.530, p ＜0.001）。単純主効果検定を行ったところ、消費者が CSR

活動に対して知覚する「空間的距離」が近い場合、合理的な訴求メッセージの平均値は、5.340（標準偏差

は、0.600）であり、感情的な訴求メッセージの平均値は、2.472（標準偏差は、0.477）であり、その差は、0.1％

水準で有意であった（F ＝377.240, p ＜0.001）。一方、消費者が CSR 活動に対して知覚する「空間的距離」

が遠い場合、合理的な訴求メッセージの平均値は、2.348（標準偏差は、0.886）であり、感情的な訴求メッセ

ージの平均値は、5.063（標準偏差は、0.761）であり、その差は、0.1％水準で有意であった（F ＝334.940,     

p ＜0.001）。 

以上の結果、本論の仮説 1 および仮説 2 は支持されたと見なしうるであろう。 

次に、分析結果の頑健性を確認するために、既存研究が用いた 2 つの分類変数である CSR 活動の実施企

業（架空の銀行／架空のレストラン）と CSR 活動に対する「関与度」（高い／低い）の異なる被験者グループご

とに再分析を行った。まず、CSR 活動の実施企業（架空の銀行／架空のレストラン）に関して、CSR 活動の実

施企業が架空の銀行であったグループにおいても、CSR 活動の実施企業が架空のレストランであったグル

ープにおいても、各水準の平均値のグラフは分割前と同様の形を示し（図表 10）、多変量検定、二元配置分

散分析（Bonferroni 法）、および単純主効果検定（Bonferroni 法）の全ての分析において、仮説 1 および仮説

2 を支持する結果が再現された。また CSR 活動に対する「関与度」（高い／低い）に関して、CSR 活動に対

する「関与度」が高いグループにおいても、CSR 活動に対する「関与度」が低いグループにおいても、各

水準の平均値のグラフは分割前と同様の形を示し（図表 11）、多変量検定、二元配置分散分析（Bonferroni法）、

および単純主効果検定（Bonferroni 法）の全ての分析において、仮説 1 および仮説 2 を支持する結果が再現

された。各グループの多変量検定および分散分析と単純主効果の結果については、図表 12～図表 19 に掲

載されているとおりである。以上の結果、本論の分析結果は高い頑健性を有していると見なしうるであろ

う。 

 

 

第 6章 おわりに 

 

6－1 学術的貢献 

 

本論の学術的貢献は、解釈レベル理論の知見を援用し、「企業ブランド評価」を高めるのに有効な「訴求

メッセージの性質」を特定化することに成功した点にある。Andreu, et al.（2015）は、精緻化見込モデル

の知見を援用し、CSR 活動の分野ごとに消費者の「関与度」が異なることに注目して、「企業ブランド評

価」を高めるのに有効な「訴求メッセージの性質」を特定化しようと試みたが、仮説の多くが不支持だっ

たことからも判るとおり、彼らの取り組みは成功したとは言い難い。本論は、精緻化見込モデルに替えて、

解釈レベル理論の知見を援用し、Andreu, et al. によっては考慮されなかった CSR 活動の分野ごとに心理

的距離（「空間的距離」）の異なる CSR 活動を設定した上で、「訴求メッセージの性質」（合理的／感情的）が消費

者の企業ブランド評価に及ぼす影響について実証分析を行った。分析の結果、消費者の CSR 活動に対する

「空間的距離」（近い／遠い）によって、「企業ブランド評価」を高めるのに有効な「訴求メッセージの性質」（合 
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図表 10 CSR活動の実施企業（左：銀行／右：レストラン）別の各水準の平均値（標準偏差） 
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図表 11 CSR活動に対する関与度（左：高い／右：低い）別の各水準の平均値（標準偏差） 
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図表 12 多変量検定に関する結果のまとめ（企業：銀行） 

 統計量 F 値 p 値 

Wilks のラムダ 0.18 79.01 ＜ 0.001 

Pillai のトレース 0.82 79.01 ＜ 0.001 

Hotelling-Lawley のトレース 4.70 79.01 ＜ 0.001 

Roy の最大根 4.70 79.01 ＜ 0.001 

すべて、0.1％水準で有意。   

 

図表 13 分散分析と単純主効果に関する結果のまとめ（企業：銀行） 

  F 値 p 値 

「C
S

R

活
動
の
認
知
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 264.61 ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

165.99 ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

103.66 ＜ 0.001 

「
ブ
ラ
ン
ド
態
度
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 172.38 ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

140.87  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

46.33  ＜ 0.001 

「
ブ
ラ
ン
ド
の 

知
覚
独
自
性
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 176.36  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

107.94  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

71.15  ＜ 0.001 

「
感
情
的
な
反
応
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 198.64  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

119.73  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

81.60  ＜ 0.001 

「C
S

R

活
動
の 

知
覚
利
他
性
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 271.19  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

179.19  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

99.56  ＜ 0.001 

すべて、0.1％水準で有意。   
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図表 14 多変量検定に関する結果のまとめ（企業：レストラン） 

 統計量 F 値 p 値 

Wilks のラムダ 0.11 129.25 ＜ 0.001 

Pillai のトレース 0.89 129.25 ＜ 0.001 

Hotelling-Lawley のトレース 7.98 129.25 ＜ 0.001 

Roy の最大根 7.98 129.25 ＜ 0.001 

すべて、0.1％水準で有意。   

 

図表 15 分散分析と単純主効果に関する結果のまとめ（企業：レストラン） 

  F 値 p 値 

「C
S

R

活
動
の
認
知
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 322.43  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

162.25  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

160.28  ＜ 0.001 

「
ブ
ラ
ン
ド
態
度
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 304.04  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

139.00  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

166.32  ＜ 0.001 

「
ブ
ラ
ン
ド
の 

知
覚
独
自
性
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 218.86  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

109.69  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

109.25  ＜ 0.001 

「
感
情
的
な
反
応
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 255.42  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

118.67  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

137.59  ＜ 0.001 

「C
S

R

活
動
の 

知
覚
利
他
性
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 529.18  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

230.21  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

303.17  ＜ 0.001 

すべて、0.1％水準で有意。   
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図表 16 多変量検定に関する結果のまとめ（関与度：高い） 

 統計量 F 値 p 値 

Wilks のラムダ 0.17 82.74 ＜ 0.001 

Pillai のトレース 0.83 82.74 ＜ 0.001 

Hotelling-Lawley のトレース 4.87 82.74 ＜ 0.001 

Roy の最大根 4.87 82.74 ＜ 0.001 

すべて、0.1％水準で有意。   

 

図表 17 分散分析と単純主効果に関する結果のまとめ（関与度：高い） 

  F 値 p 値 

「C
S

R

活
動
の
認
知
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 262.53  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

169.58  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

98.16  ＜ 0.001 

「
ブ
ラ
ン
ド
態
度
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 181.11  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

152.44  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

45.07  ＜ 0.001 

「
ブ
ラ
ン
ド
の 

知
覚
独
自
性
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 175.46  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

127.20  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

55.86  ＜ 0.001 

「
感
情
的
な
反
応
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 185.59  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

128.72  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

63.00  ＜ 0.001 

「C
S

R

活
動
の 

知
覚
利
他
性
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 321.52  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

201.83  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

124.70  ＜ 0.001 

すべて、0.1％水準で有意。   
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図表 18 多変量検定に関する結果のまとめ（関与度：低い） 

 統計量 F 値 p 値 

Wilks のラムダ 0.15 118.87 ＜ 0.001 

Pillai のトレース 0.85 118.87 ＜ 0.001 

Hotelling-Lawley のトレース 5.83 118.87 ＜ 0.001 

Roy の最大根 5.83 118.87 ＜ 0.001 

すべて、0.1％水準で有意。   

 

図表 19 分散分析と単純主効果に関する結果のまとめ（関与度：低い） 

  F 値 p 値 

「C
S

R

活
動
の
認
知
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 310.50 ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

148.48  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

165.35  ＜ 0.001 

「
ブ
ラ
ン
ド
態
度
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 255.96  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

115.98  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

144.42  ＜ 0.001 

「
ブ
ラ
ン
ド
の 

知
覚
独
自
性
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 225.11  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

91.12  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

141.98  ＜ 0.001 

「
感
情
的
な
反
応
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 278.24  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

106.09  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

185.28  ＜ 0.001 

「C
S

R

活
動
の 

知
覚
利
他
性
」 

「空間的距離」と「訴求メッセージの性質」の間の交互効果 465.15  ＜ 0.001 

「空間的距離」が近い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

179.16  ＜ 0.001 

「空間的距離」が遠い場合における 

合理的な訴求メッセージと感情的な訴求メッセージの間の 

単純主効果 

306.99  ＜ 0.001 

すべて、0.1％水準で有意。   
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理的／感情的）が異なるということが見出された。また、本論は、本分析結果の頑健性を確認するために、

既存研究が用いた 2 つの分類変数である CSR 活動の実施企業（架空の銀行／架空のレストラン）と CSR 活動

に対する「関与度」（高い／低い）の異なる被験者グループごとに再分析を行った。再分析の結果は、全て、

本分析の結果と整合的であった。これらの結果は、解釈レベル理論を用いることによって、消費者の「企

業ブランド評価」を高める CSR 活動の訴求方法を首尾よく説明できるということを示唆している。以上の

ような知見を提供した本論は、CSR 研究の前進に大きく貢献したと考えられるであろう。 

 

6－2 実務的含意 

 

分析結果から得られた本論の実務的含意は、企業が CSR 活動を訴求する際、消費者が CSR 活動に対し

て知覚する「空間的距離」に応じて、「訴求メッセージの性質」を変えるべきであろうということに存する。

具体的には、本論の知見に基づくと、消費者が CSR 活動に対して知覚する「空間的距離」が近い場合、感

情的な訴求メッセージに比して、合理的な訴求メッセージの方が消費者の「企業ブランド評価」を高める

一方、消費者が CSR 活動に対して知覚する「空間的距離」が遠い場合、合理的な訴求メッセージに比して、

感情的な訴求メッセージの方が消費者の「企業ブランド評価」を高めるため、企業は CSR 活動を訴求する

際、消費者が CSR 活動に対して知覚する「空間的距離」が近い場合には、合理的な訴求メッセージを、消

費者が CSR 活動に対して知覚する「空間的距離」が遠い場合には、感情的な訴求メッセージを用いること

によって、消費者の「企業ブランド評価」を好ましいものにすることができるであろう。 

 

6－3 今後の課題 

 

本論の課題は、以下の 3 点である。1 点目は、時間および予算の制約のため、実験における被験者が大学

生に限定されていた点である。今後の研究では、大規模サンプリングを行い、無作為に抽出された幅広い

年代の消費者を対象にして実験を行うことによって、本論の分析結果の妥当性を高める必要があると考え

られるであろう。2 点目は、消費者の「企業ブランド評価」を高める CSR 活動の訴求方法に影響を及ぼす

要因として、消費者が CSR 活動に対して知覚する「空間的距離」にしか着目していない点である。今後の

研究では、消費者の「企業ブランド評価」を高める CSR 活動の訴求方法に影響を及ぼす新たな要因を考慮

することによって、本論の知見を拡張していくことが望まれるであろう。3 点目は、CSR 活動の訴求方法

として、メッセージが合理的か感情的かという次元しか考慮していない点である。今後の研究では、異な

る CSR 活動の訴求方法の次元を考慮することによって、新たな示唆を得ることができると考えられるであ

ろう。 

このように、いくつかの課題を残しているとはいえ、企業が消費者の心理的距離の異なる CSR 活動を訴

求する際、「企業ブランド評価」を高めるのに有効な「訴求メッセージの性質」を特定化することに成功し

た本論は、今後の CSR 活動の有効な訴求方法に関する学術研究の発展および企業が CSR 活動を訴求する

際、「企業ブランド評価」を高めることを期待して CSR 活動を訴求している企業に対して、有意義な貢献

を成したと考えられるであろう。 
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（記） 本論の執筆に際して、助言を頂いた多くの方々に感謝の意を表したい。最も感謝の想いを伝えた

いのは、もちろん、小野晃典先生である。論文執筆の過程で多くの困難が生じたが、その都度、先生

はご多忙の中でもご相談にのってくださり、親身になってご指導くださった。卒業論文を楽しく執

筆し、『三田商学研究 学生論文集』へ論文を掲載できたのは、最後まで丁寧にご指導くださった小

野先生がいらっしゃったからに他ならない。小野先生、本当にありがとうございました。また、尊

敬できる大学院生の方々や第 12 期生の先輩方、大切な仲間である第 13 期生、第 14 期生の存在が、

私の卒業論文の執筆を後押しした。特に、慶應義塾大学大学院後期博士課程の中村世名さんには、

仮説構築から、実証分析、本文執筆と、あらゆる段階において、まるで共同研究であるかのように、

つきっきりでご指導頂いた。世名さんがいなかったら、私の卒業論文が完成することはなかったと

言っても過言ではない。また、同研究会 13 期の川村澄明君および木田有亮君には、論文の最終段階

において、多大なご助力をして頂いた。最後に、私の卒業論文に関わってくださった全ての方々に

感謝の意を表したい。ありがとうございました。 
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XYZ の環境分野の CSR 活動 

 

 

 

調査票 1 

 

 

私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国内において、 

お客様、従業員、およびその他の方々に 

環境保全活動に関する行動指針を伝え、生態系を保護しています。 

私たちの環境保全活動は、天然資源を維持するため、 

長期的視点に立った持続可能な行動を重要視しています。 

 

具体的には、以下のように、環境保全活動を行っています。 

・原材料をリサイクル・リデュースすることで、天然資源を保全しています。 

・技術的に進んだエネルギー管理システムを店舗・オフィスに導入しています。 

 

街にある外資系の銀行を想像してください。 

あなたは、その銀行のサービスを利用したいと思っています。 

銀行名は XYZ であり、顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、その銀行の HP で以下の記事を目にしました。 
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
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XYZ の環境分野の CSR 活動 

 

 

 

調査票 2 

 

 

私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国内において、 

お客様、従業員、およびその他の方々に 

環境保全活動に関する行動指針を伝え、生態系を保護しています。 

私たちの環境保全活動は、天然資源を維持するため、 

長期的視点に立った持続可能な行動を重要視しています。 

 

具体的には、以下のように、環境保全活動を行っています。 

・原材料をリサイクル・リデュースすることで、天然資源を保全しています。 

・技術的に進んだエネルギー管理システムを店舗・オフィスに導入しています。 

 

街にある外資系のレストランを想像してください。 

あなたは、そのレストランのサービスを利用したいと思っています。 

レストラン名は XYZ であり、 

顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、 

そのレストランの HP で以下の記事を目にしました。 

補
録

2
 
調
査
票

2
（
架
空
の
レ
ス
ト
ラ
ン
×
「
関
与
度
」
：
高
い
×
「
空
間
的
距
離
」
：
近
い
×
合
理
的
な
訴
求
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

 

学年：              

年齢：              

性別：              



 
2

7
0
 

平
久
千
紘
「
消
費
者
の
企
業
ブ
ラ
ン
ド
評
価
を
高
め
る

C
S

R
活
動
の
訴
求
方
法
」

 
 

【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
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な
い 

や
や
そ
う
思
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う
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い 
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な
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XYZ の雇用分野の CSR 活動 

 

 

 

調査票 3 

 

 

私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街にある外資系の銀行を想像してください。 

あなたは、その銀行のサービスを利用したいと思っています。 

銀行名は XYZ であり、顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、その銀行の HP で以下の記事を目にしました。 

※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国内において、 

従業員に対する投資をしています。 

XYZ は、人種、性別、年齢、国籍、身体能力、および性的指向など 

異なる背景や価値観を尊重し、多様化（ダイバーシティ）を推進しています。 

 

具体的には、以下のように、従業員に対する投資を行っています。 

・従業員に対する投資のうち、最も重要なのは、キャリアにおける投資です。 

・健康支援体制：1万円の医療控除および歯科・眼科検診が含まれています。 

・休暇取得体制：初年度以降 10日間の有給休暇が取得可能です。 
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
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ど
ち
ら
で
も
な
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や
や
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全
く
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わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 
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そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
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う 

ど
ち
ら
で
も
な
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XYZ の雇用分野の CSR 活動 

 

 

 

調査票 4 

 

 

私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街にある外資系のレストランを想像してください。 

あなたは、そのレストランのサービスを利用したいと思っています。 

レストラン名は XYZ であり、 

顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、 

そのレストランの HP で以下の記事を目にしました。 

※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国内において、 

従業員に対する投資をしています。 

XYZ は、人種、性別、年齢、国籍、身体能力、および性的指向など 

異なる背景や価値観を尊重し、多様化（ダイバーシティ）を推進しています。 

 

具体的には、以下のように、従業員に対する投資を行っています。 

・従業員に対する投資のうち、最も重要なのは、キャリアにおける投資です。 

・健康支援体制：1万円の医療控除および歯科・眼科検診が含まれています。 

・休暇取得体制：初年度以降 10日間の有給休暇が取得可能です。 

補
録

4
 
調
査
票

4
（
架
空
の
レ
ス
ト
ラ
ン
×
「
関
与
度
」
：
低
い
×
「
空
間
的
距
離
」
：
近
い
×
合
理
的
な
訴
求
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

 

学年：              

年齢：              

性別：              



 
2

7
4
 

平
久
千
紘
「
消
費
者
の
企
業
ブ
ラ
ン
ド
評
価
を
高
め
る

C
S

R
活
動
の
訴
求
方
法
」

 
 

【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 
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XYZ の環境分野の CSR 活動 

 

 

 

調査票 5 

 

 

私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国外において、 

お客様、従業員、およびその他の方々に 

環境保全活動に関する行動指針を伝え、生態系を保護しています。 

私たちの環境保全活動は、天然資源を維持するため、 

長期的視点に立った持続可能な行動を重要視しています。 

 

具体的には、以下のように、環境保全活動を行っています。 

・原材料をリサイクル・リデュースすることで、天然資源を保全しています。 

・技術的に進んだエネルギー管理システムを店舗・オフィスに導入しています。 

 

街にある外資系の銀行を想像してください。 

あなたは、その銀行のサービスを利用したいと思っています。 

銀行名は XYZ であり、顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、その銀行の HP で以下の記事を目にしました。 
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 
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XYZ の環境分野の CSR 活動 

 

 

 

調査票 6 

 

 

私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国外において、 

お客様、従業員、およびその他の方々に 

環境保全活動に関する行動指針を伝え、生態系を保護しています。 

私たちの環境保全活動は、天然資源を維持するため、 

長期的視点に立った持続可能な行動を重要視しています。 

 

具体的には、以下のように、環境保全活動を行っています。 

・原材料をリサイクル・リデュースすることで、天然資源を保全しています。 

・技術的に進んだエネルギー管理システムを店舗・オフィスに導入しています。 

 

街にある外資系のレストランを想像してください。 

あなたは、そのレストランのサービスを利用したいと思っています。 

レストラン名は XYZ であり、 

顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、 

そのレストランの HP で以下の記事を目にしました。 
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
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XYZ の雇用分野の CSR 活動 

 

 

 

調査票 7 

 

 

私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街にある外資系の銀行を想像してください。 

あなたは、その銀行のサービスを利用したいと思っています。 

銀行名は XYZ であり、顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、その銀行の HP で以下の記事を目にしました。 

※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国外において、 

従業員に対する投資をしています。 

XYZ は、人種、性別、年齢、国籍、身体能力、および性的指向など 

異なる背景や価値観を尊重し、多様化（ダイバーシティ）を推進しています。 

 

具体的には、以下のように、従業員に対する投資を行っています。 

・従業員に対する投資のうち、最も重要なのは、キャリアにおける投資です。 

・健康支援体制：1万円の医療控除および歯科・眼科検診が含まれています。 

・休暇取得体制：初年度以降 10日間の有給休暇が取得可能です。 
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
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XYZ の雇用分野の CSR 活動 

 

 

 

調査票 8 

 

 

私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街にある外資系のレストランを想像してください。 

あなたは、そのレストランのサービスを利用したいと思っています。 

レストラン名は XYZ であり、 

顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、 

そのレストランの HP で以下の記事を目にしました。 

※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国外において、 

従業員に対する投資をしています。 

XYZ は、人種、性別、年齢、国籍、身体能力、および性的指向など 

異なる背景や価値観を尊重し、多様化（ダイバーシティ）を推進しています。 

 

具体的には、以下のように、従業員に対する投資を行っています。 

・従業員に対する投資のうち、最も重要なのは、キャリアにおける投資です。 

・健康支援体制：1万円の医療控除および歯科・眼科検診が含まれています。 

・休暇取得体制：初年度以降 10日間の有給休暇が取得可能です。 
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
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ど
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ら
で
も
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や
や
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う
思
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な
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う
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XYZ の環境分野の CSR 活動 

 

 

 

調査票 9 

 

 

私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国内において、 

お客様、従業員、およびその他の方々に 

環境保全活動に関する行動指針を伝え、生態系を保護しています。 

私たちの環境保全活動は、天然資源を維持するため、 

長期的視点に立った持続可能な行動を重要視しています。 

 

あなたが自然を愛しているように、私たちも自然を愛しています。 

また、これから何年も、私たちの子孫が自然の恵みを 

享受できるようにしたいと思っています。 

 

街にある外資系の銀行を想像してください。 

あなたは、その銀行のサービスを利用したいと思っています。 

銀行名は XYZ であり、顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、その銀行の HP で以下の記事を目にしました。 
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
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や
や
そ
う
思
わ
な
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そ
う
思
わ
な
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全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
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思
う 
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で
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な
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全
く
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な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 
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う 

そ
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う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 



 
 

平
久
千
紘
「
消
費
者
の
企
業
ブ
ラ
ン
ド
評
価
を
高
め
る

C
S

R
活
動
の
訴
求
方
法
」

 
2

8
5
 

XYZ の環境分野の CSR 活動 

 

 

 

調査票 10 

 

 

私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国内において、 

お客様、従業員、およびその他の方々に 

環境保全活動に関する行動指針を伝え、生態系を保護しています。 

私たちの環境保全活動は、天然資源を維持するため、 

長期的視点に立った持続可能な行動を重要視しています。 

 

あなたが自然を愛しているように、私たちも自然を愛しています。 

また、これから何年も、私たちの子孫が自然の恵みを 

享受できるようにしたいと思っています。 

街にある外資系のレストランを想像してください。 

あなたは、そのレストランのサービスを利用したいと思っています。 

レストラン名は XYZ であり、 

顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、 

そのレストランの HP で以下の記事を目にしました。 
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 
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XYZ の雇用分野の CSR 活動 

 

 

 

調査票 11 

 

 

私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街にある外資系の銀行を想像してください。 

あなたは、その銀行のサービスを利用したいと思っています。 

銀行名は XYZ であり、顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、その銀行の HP で以下の記事を目にしました。 

※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国内において、 

従業員に対する投資をしています。 

XYZ は、人種、性別、年齢、国籍、身体能力、および性的指向など 

異なる背景や価値観を尊重し、多様化（ダイバーシティ）を推進しています。 

 

 

何よりもまず、私たちは人です。 

従業員を家族のように大切にしています。 

補
録

1
1
 
調
査
票

1
1
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架
空
の
銀
行
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与
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メ
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ジ
）

 

学年：              

年齢：              

性別：              
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 
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私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街にある外資系のレストランを想像してください。 

あなたは、そのレストランのサービスを利用したいと思っています。 

レストラン名は XYZ であり、 

顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、 

そのレストランの HP で以下の記事を目にしました。 

※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国内において、 

従業員に対する投資をしています。 

XYZ は、人種、性別、年齢、国籍、身体能力、および性的指向など 

異なる背景や価値観を尊重し、多様化（ダイバーシティ）を推進しています。 

 

 

何よりもまず、私たちは人です。 

従業員を家族のように大切にしています。 

補
録

1
2
 
調
査
票

1
2
（
架
空
の
レ
ス
ト
ラ
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「
関
与
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×
感
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な
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求
メ
ッ
セ
ー
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）

 

学年：              

年齢：              

性別：              
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 
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XYZ の環境分野の CSR 活動 
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私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国外において、 

お客様、従業員、およびその他の方々に 

環境保全活動に関する行動指針を伝え、生態系を保護しています。 

私たちの環境保全活動は、天然資源を維持するため、 

長期的視点に立った持続可能な行動を重要視しています。 

 

あなたが自然を愛しているように、私たちも自然を愛しています。 

また、これから何年も、私たちの子孫が自然の恵みを 

享受できるようにしたいと思っています。 

 

街にある外資系の銀行を想像してください。 

あなたは、その銀行のサービスを利用したいと思っています。 

銀行名は XYZ であり、顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、その銀行の HP で以下の記事を目にしました。 
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 
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私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国外において、 

お客様、従業員、およびその他の方々に 

環境保全活動に関する行動指針を伝え、生態系を保護しています。 

私たちの環境保全活動は、天然資源を維持するため、 

長期的視点に立った持続可能な行動を重要視しています。 

 

あなたが自然を愛しているように、私たちも自然を愛しています。 

また、これから何年も、私たちの子孫が自然の恵みを 

享受できるようにしたいと思っています。 

街にある外資系のレストランを想像してください。 

あなたは、そのレストランのサービスを利用したいと思っています。 

レストラン名は XYZ であり、 

顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、 

そのレストランの HP で以下の記事を目にしました。 
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
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わ
な
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私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街にある外資系の銀行を想像してください。 

あなたは、その銀行のサービスを利用したいと思っています。 

銀行名は XYZ であり、顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、その銀行の HP で以下の記事を目にしました。 

※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国外において、 

従業員に対する投資をしています。 

XYZ は、人種、性別、年齢、国籍、身体能力、および性的指向など 

異なる背景や価値観を尊重し、多様化（ダイバーシティ）を推進しています。 

 

 

何よりもまず、私たちは人です。 

従業員を家族のように大切にしています。 
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
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私は現在、卒業論文の執筆を行っており、その論文に用いる消費者データを必要と

しております。本調査は、その消費者データを集計するものであり、ご回答いただい

た内容は、学術的な目的の下、統計処理上の数値として集計致しますので、ご回答者

様の情報が流出することは一切ございません。大変お手数をおかけ致しますが、上記

の旨をご理解の上、本調査にご協力お願い申し上げます。 

 

慶應義塾大学商学部 小野晃典研究会 

第 13 期 平久 千紘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下のシナリオをよく読み、質問にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街にある外資系のレストランを想像してください。 

あなたは、そのレストランのサービスを利用したいと思っています。 

レストラン名は XYZ であり、 

顧客満足度の高い優れたサービスを提供することで有名です。 

あなたは、サービスを利用する前に、 

そのレストランの HP で以下の記事を目にしました。 

※上記のような状況を想像して、 

次のページの質問にお答えください。 

私たちの会社は、国外において、 

従業員に対する投資をしています。 

XYZ は、人種、性別、年齢、国籍、身体能力、および性的指向など 

異なる背景や価値観を尊重し、多様化（ダイバーシティ）を推進しています。 

 

 

何よりもまず、私たちは人です。 

従業員を家族のように大切にしています。 
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【XYZ】の評価についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【HP 上の記事】についてお伺い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
1. 【XYZ】が、あなたの街の環境および雇用の状況を 

向上させるために行っている活動をよく知っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ】は… 

2. 悪い -3  -2  -1  0  1  2  3 良い 

3. 好ましくない -3  -2  -1  0  1  2  3 好ましい 

4. 華がない -3  -2  -1  0  1  2  3 華がある 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
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ら
で
も
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や
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う
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な
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な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
5. 【XYZ】は、他の企業と異なる。 1   2   3   4   5   6  7 

 

6. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

7. 【XYZ】は、人を幸せにする。 1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動】は… 

8. 利潤目的である -3  -2  -1  0  1  2  3 利潤目的でない 

9. 強制的である -3  -2  -1  0  1  2  3 自発的である 

10. 企業のためである -3  -2  -1  0  1  2  3 
ステイクホルダー 

のためである 

 

と
て
も
そ
う
思
う 

そ
う
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う 

や
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う
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で
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い 

以上で調査は終了です。 

ご協力ありがとうございました。 

「全くそう思わない：1」から、「とてもそう思

う：7」の 7 つの数字のうち 1 つを○で囲んでく

ださい。 

 

 1   2   3   4   5   6  7 

  
11. 私は、【XYZ の CSR 活動】に非常に興味を 

持っている。 
1   2   3   4   5   6  7 

12. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に重要である。 
1   2   3   4   5   6  7 

13. 【XYZ の CSR 活動】は、私において 

非常に大事である。 
1   2   3   4   5   6  7 

 

【XYZ の CSR 活動を行っている場所】は… 

14. 近い -3  -2  -1  0  1  2  3 遠い 

15. 身近である -3  -2  -1  0  1  2  3 身近でない 

16. 離れていない -3  -2  -1  0  1  2  3 離れている 

 

【XYZ の記事の訴求メッセージ】は… 

17 感情的である -3  -2  -1  0  1  2  3 理性的である 

18. 主観的である -3  -2  -1  0  1  2  3 客観的である 

19. 事実に基づかない -3  -2  -1  0  1  2  3 事実に基づく 
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